説教「喜びなさい」
聖書：フィリピ４：４―７
4 主において常に喜びなさい。重ねて言います。喜びなさい。

5 あなたがたの広い心がすべての人に知られるようになさい。主はすぐ近くにおられます。

6 どんなことでも、思い煩うのはやめなさい。何事につけ、感謝を込めて祈りと願いをささげ、求めているものを神に打ち明けなさい。

7 そうすれば、あらゆる人知を超える神の平和が、あなたがたの心と考えとをキリスト・イエスによって守るでしょう。
要旨　
　４節で、パウロは「喜びなさい」を２度繰り返します。日本語でもそうですが、同じ言葉を繰り返すのは強調形ですが、ギリシヤ語はそれ以上に強い意味を含んでいます。喜べ、尋常ならず喜べ、と勧められています。
　ところで、私たちは信仰生活をするうえで、喜びがない、あるいはなくなってしまうという悩みを抱えることが多いと思います。洗礼を受けた直後は、うれしくて喜びに満たされるのですが、数年経つうちに次第に喜びが薄れていくという経験をしている人が多いのではないかと思います。
パウロは喜べといいますが、そう簡単に喜べるものではありません。単に喜べといわれ、自らを叱咤激励してもそれで喜びが自然に湧き上がってくるのではありません。自らを鼓舞して喜びが増し加わるわけではありません。どうすれば、信仰生活に喜びが生じてくるのでしょうか。
　無論、そのような悩みを抱えることもない信者がいることは確かです。しかし、だれもこの信仰が無味乾燥状態になる恐れがあると思いますし、人生を生きていくうえで喜びがどのようにして得られるかを考える人にパウロはヒントを与えてくれると思います。
　パウロはただ喜べとだけ言っているのだろうかと思います。たしかに、４節以下でパウロはいくつかの勧めを語りますが、それぞれ孤立した勧めと取っても良いかもしれません。しかし、パウロは喜べといい、その具体的な方法を５節以下で語っていると理解することもできるのではないかと思います。パウロがただむやみの喜べというのではなく、喜ぶ手立てを記すと考えるのです。
　５節．ここで、パウロは、全ての人々に、あなたがたの「広い」心を知らせなさいと勧めます。この「広い」の意味は実際に広範囲であると注解者は語っています。心が広いという場合、寛大な、寛容な、という意味だけではありません。相手のことを十分理解し受け入れる、忍耐して待つ、あるいは、相手を許すことを含みます。
　私たちは、信仰によって、心を広くされます。世界が開けます。狭量な思いが打ち砕かれて、それまで思わなかった心境にもなります。あるいは悟りの心情にもなります。
　そのような時、しばしばキリスト者は、自分だけが喜んでおればいいと思いがちです。それはしょせん本人の悟りであって、他人がそう思おうとかかわりがない。そのような信仰のあり方が多くの宗教者に見られます。信仰によって新境地に達しても、それまで思いもよらなかった考え方やあるいは慰めを自覚しても、その思いを外に出そうとしません。
　しかし、パウロは、自分だけが信じ、心が広くされていても、それだけでしかないあり方を突破するように勧めています。キリスト者として罪許され、大きな恵みに生かされているという事実をすべての人に知らせる。それは言行においてなされます。言葉で信仰によっていかに素晴らしい思いを与えられたかを語る、それだけではなく、キリストの愛に生かされているものとして、それゆえに新しい人に造りかえられているものとして、よきわざによって、その思いを伝えていくべきだとされます。
その時どういうことが起こるのでしょうか。広い心に感動した他の人がキリスト者に手を差し伸べ、その喜びを分かち合うように行動してくれます。私たちはそのことによって喜びを感じます。
　私たちの心が狭くなり、あるいは、周囲に無関心になっていくとき、私たち自身がもはや慰められることはありません。私たちが孤独になり。交わりを失っていくときに喜びも失せていくのではないでしょうか。逆に、お互いの励ましがあるときに喜びを分かち合うこともできます。喜びを与えられることもあります。
　広い心を見せびらかすというのとは全然違います。私たちの広い心が知らされるとき、どの人もまた私たちに広い心を示してくれます。私たちがその時喜びを感じます。私たちが広い心を明らかにしていくとき、その心が広まっていき、それで私たちは喜びを感じる。こういう連鎖は素晴らしいことではないでしょうか。喜びは連鎖します。喜びを失いかけていく私たちはそれによって喜びを再受容できます。
　パウロはここですべての人を対象にしています。敵対者に対してもそうだというのです。パウロには敵がありました。しかし、相手が異なる立場や意見を持っているから断絶したり、敵意を持って憎悪する必要がありません。敵意を持っている相手であっても広い心を知らせるべきだとされています。教理的に妥協したりする必要はありません。それが広い心そのものといえるだろうと思います。キリスト者は偏狭であってはならないと思います。一切妥協しないことが潔いというのではありません。
　キリスト者は他人のために生きるときにこそ喜ぶことができます。そういう経験を誰もがしています。
　その後にパウロは「主が近くにおられます」と記します。この言葉は日本語聖書では「主は近い」と訳されていたこともあります。この言葉が前につながるか、あとにかかるか、理解が分かれます。ただ、これが５節にあるから、前の言葉につながるわけではありません。聖書の節番号は、聖書が印刷されるようになった時に印刷業者が書き入れたもので、もともとの聖書にはそんな番号はありませんでした。だから、これを後に付け加えてもいいと思います。
　６節でパウロは「思い煩うな」と命じます。思い煩いは多い、これが私たちの日々の心にある思いです。いつも思い煩いが私たちの心を支配します。思い煩いは、不安という形で現れ、悩み、悲しみ、あるいは恐れを伴います。私たちは思い煩いとは切っても切り離せない関係にあります。将来のことを不安がる。それが思い煩いです。人間関係に悩む。近い関係の人、遠い人を区別する必要はありません。人間の中にある限りうっとうしい思いを抱きます。孤独を恐れ、貧乏を恐れます。生活苦を悩み恐れ、頼るべきもののない恐ろしさを味わいます。
　思い煩いはなくなることが決してありません。にもかかわらず、パウロは思い煩うなと命じます。そんなのは無理だといいたくなります。この思い煩うことの多い世にあって、思い煩うなとは無茶な勧めです。
　しかし、それは不可能ではありません。なぜなら、「主は近いから」可能なのです。主は近い。ただ近くに呆然としておられるのではありません。主は近くにあって私たちをいつも励ましてくださいます。その主は私たちのために最大の賜物であるキリストを惜しみなく与えられる方です。この方は天地の創造者、あらゆることをなしうる方であり、どのようなことも知っておられる全知全能の神です。この方が近いのです。近くに来てくださっています。
　だから、私たちは思い煩わないのです。思い煩いそのものは消えることがありません。思い煩いは生きている限り私たちを悩ませ悲しませます。しかし、そのようなときでも主は近くにあってくださり、私たちに救いの手を差し伸べていてくださいます。だから、私たちは思い煩うことをやめるのです。これは信仰によって可能です。信じなければ、特に主が近いことを信じなければ思い煩いを解決できません。
　第３に、パウロは祈れと命じます。祈りを感謝を込めてしなさいといいますが、なぜ感謝できるのか。もし祈りが独り言、あるいは空に向かってのつぶやきにすぎないのでしたら感謝などできるわけがありません。パウロはすでに祈りがどういうものであるかをこの言葉で語っています。
祈りを主は聞いてくださっているからです。聞くだけではありません。聞きっぱなしの神ではありません。神はイエス・キリストのとりなしによって祈られたことを成就する方です。祈りは聞かれます。祈りは確実に聞き入れられていますし、実現します。それがキリスト者の祈りに対する約束です。だから、神は祈ることを勧められます。私たちは喜んで祈れるのです。祈りのない信仰生活こそ喜びが枯渇するものです。
　さらにパウロは、どんなことでも主に打ち明けなさいと勧めます。例外はありません。他人が聞けばそんなばかばかしいことを祈りなんてと思うかもしれませんが、そんなことは関わりがありません。主は私たちのあらゆる思いを聞いてくださいます。
　だから、打ち明けることができます。このような祈りにおけるあり方、心を開いて神の前に立てる私たち自身を発見するときこそ、私たちは喜びを見出します。喜ばざるを得ません。ヨハネ福音書１４：１３でキリストご自身が「わたしの名によって願うことは何でもかなえてあげよう」と約束されました。私たちの祈りは決してむなしいことではありません。
　そうすれば、つまり以上のことを行うならば、パウロは７節で、神の平和、神がもたらす平和が、私たちの心と考えを、守る。警備員が警備して守るという比喩的表現ですが、そのように、パウロが実践を勧めていることによって、私たちの心はもはや動揺することなく、途中で挫折することなく、信仰の敗北を喫することもない、しっかりした、神のみ前で立つことができるのです。
このような信仰生活こそ喜びを生み出していきます。信仰に喜びが亡くなっているのは誰もが経験することです。波風のない信仰の人生はありません。けれども、この人生は、喜びがまったく失われてしまうことがありません。(おわり)
